
はじめに

以前より花粉症抗原としてスギは本州では最も重要

であるが，北海道においてはシラカバおよびイネ科が

多く，スギは主要ではなかった．しかし，以前我々は

北海道南部に位置する函館においてスギ花粉飛散とス

ギ花粉症患者を認めることを報告した1）．一方，花粉

症の症状については，少なくとも小学生においては高

率に鼻症状と眼症状が合併する2）3）が，成人についての

鼻および眼症状の検討はスギ花粉症における問診等に

よる有症率についての検討がほとんどであり4）－6），

鼻および眼各症状の重症度およびスギ花粉症と他の花

粉症における症状の違いについては検討されていな

い．鼻閉および結膜の充血は自覚しにくく，さらに重

症度判定もできないのでアンケートのみでは花粉症の

症状を検討するには不十分である．また，発症抗原と

なる花粉が異なれば症状も異なる可能性が考えられ

る．

今回我々は花粉症の診断および治療の参考にするた

め，函館において最近の花粉飛散と花粉症における耳

鼻科および眼科専門医による問診および診察により鼻

症状，眼症状の重症度を判定した．さらに抗原花粉の

違いによる鼻症状および眼症状の違いも検討した．

対象および方法

1．対象

1999 年 7 月 1日～2002 年 5 月 31 日に市立函館病院

耳鼻科に鼻アレルギー症状を訴え受診した 1161 例の

特異的 IgEをAlaSTATおよび鼻粘膜誘発試験に

よって診断した．その 1161 例のうち 2001，2002 年に

耳鼻科および眼科を相互に紹介することによって両科
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我々は函館における花粉症の鼻および眼症状につき検討した．函館では 1995年および 1998年にス

ギおよびヒノキ科花粉が多く飛散した．1995年および 2001年にはシラカバ属花粉も多く飛散した．

1999年 7月から 2002年 5月では 3～6と 9月に花粉症患者が多かった．641例の鼻アレルギー患者に

おける特異的 IgE陽性率はハウスダスト，ダニが 73.5％，ヨモギが 28.5％，イネ科のカモガヤが 25.7

％，シラカバが 14.2％およびスギが 21.2％であった．2001，2002年の 95例の花粉症をスギ（49例），

シラカバ（11例），イネ科（18例），およびヨモギ（17例）の 4群に分けた．全般重症度は（－）から

（＋＋＋）の 4段階に分類した．全 95例では鼻症状の全般重症度が中等症（（＋＋）と（＋＋＋））以上は

86.4％であり，群間の差は認めなかった．結膜炎のそれは 56.8％であり，シラカバとイネ科花粉症がス

ギ花粉症より有意（P＜0.01）に重症であった．結論として，函館の花粉症では眼症状より鼻症状が重症

であり，花粉の種類により眼症状に差を認めた．
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Table 1 Annual amount of dispersion of pollens in Hakodate

ArtemisiaGramineae
Betula

platyphylia var.
japonica

CupressaceaeCryptomeria
japonicaYears

20  28  6 53 1171994

25  2627445826031995

16  33 39 27  331996

27  12  6 14 1141997

19  2411029012681998

21  25 87168 827mean
（1994 ～ 1998）

59.562235216 4562001

   79.5   64.5   497.52002（～ May）

（grains/cm2/year）

There were elevated levels of dispersion of Cryptomeria japonica pollen and Cupressaceae pollen in 

Hakodate in 1995 and 1998. In 1995 and 2001, there were also elevated levels of dispersion of Betula 

platyphylia var. japonica pollen.

を受診した花粉症 95 例において鼻および眼症状の評

価を行った．症状を検討した花粉症症例の 89.5％は函

館市および隣接する上磯町在住であり，87.4％は主婦，

子供，学生および老人であった．

2．方法

1）花粉飛散の観測

花粉捕集および鏡検は以前の我々の報告1）と同様に

行った．1994～1998，2001 年の 3月 1日～10 月 31 日

および 2002 年の 3月 1日～5月 31 日に市立函館病院

屋上（1994～1998 年は 4階屋上，2001～2002 年は病院

が弥生町から港町に移転したため，6階屋上）にダーラ

ム型標準花粉捕集器を設置して，白色ワセリンを薄く

塗布したスライドグラスを午前中ほぼ一定の時間に毎

日交換した．スライドは国立療養所南福岡病院花粉係

にて染色した．染色はCarberla 液を用い，塩基性フク

シンにより花粉は赤紫色に染色された．花粉の鏡検は

2cm2 の花粉数を計測して 1cm2 毎の値を 1日の花粉

数とした．花粉は前回の我々の報告1）と同様に函館の

花粉症に重要と思われるスギ，ヒノキ科，シラカバ属，

イネ科およびヨモギ属につき検討した．

2）鼻アレルギー，花粉症，アレルギー性結膜炎の診断

特異的 IgEはAlaSTAT（Diagnostic Products Cor-

poration，Los Angels，CA，USA）および鼻粘膜誘発

試験を用いて診断した．AlaSTATはスコア 2以上を

陽性とし，鼻粘膜誘発試験はハウスダスト（鳥居薬品

（株），東京）およびスギディスクを用いた．スギディ

スクは獨協医科大学耳鼻科の馬場廣太郎教授の御好意

により分けていただいた．鼻アレルギーの診断は鼻ア

レルギー症状（くしゃみ，水様性鼻汁および鼻閉）を

呈し，特異的 IgE又は鼻粘膜誘発試験で抗原が特定で

きうる症例とした．花粉症の診断は以前の我々の報

告1）と同様に行った．つまり抗原花粉飛散時期にのみ

鼻又は眼症状を呈し，特異的 IgEおよびスギディスク

による誘発試験が抗原花粉のみ陽性，またはハウスダ

スト，ダニ，真菌等の通年性抗原の合併があっても

AlaSTATで花粉抗原のクラスが上であるものとし

た．アレルギー性結膜炎の診断および花粉症における

眼症状の重症度判定は同眼科で診察を受け，行った．

3）花粉症の鼻，眼症状の評価

鼻症状の重症度分類は奥田の基準7）に従った．眼症

状は眼科にて日本眼科医会のアレルギー性結膜疾患の

診断と治療のガイドライン8）に従って分類した．すな

わち，明らかな眼掻痒感と瞼結膜の充血があり，さら

に流涙あるいは眼脂のあるものを（＋＋＋）とし，明

らかな眼掻痒感と軽度以上の瞼結膜充血のみられるも

のを（＋＋）とし，眼掻痒感のみのもの，軽度の眼掻

痒感と軽度の瞼結膜充血のみられるものを（＋）とし

た．各鼻症状（くしゃみ，鼻汁，鼻閉），眼症状（眼掻

痒感，結膜の充血，流涙および眼脂）は（－）～（＋

＋＋）の 4段階で重症度を分類した．

さらに花粉症のうち 92 症例において質問表にて眼

症状（眼掻痒感，充血，流涙，眼脂，異物感），鼻症状

（くしゃみ，鼻汁，鼻閉，口呼吸），その他の症状（咳，

口腔掻痒感，皮膚掻痒感）の有無を検討し，症状の有

する率を質問表による有症率とした．さらに生活の支
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障度を（－）～（＋＋＋）の 4段階に分類した．

4）統計

データは平均±標準誤差で表した．以前の我々の検

討9）と同様に重症度（（－）～（＋＋＋））を 1～4とスコ

ア化し，各群の平均スコアの差をMannWhitney U-

test にて検定し，P＜0.05 を有意差ありとした．問診表

による症状の有無である有症率は（－）を 1，（＋）を

2とスコア化して，同様に有意差検定をした．

結 果

1．花粉飛散状況

函館の花粉飛散状況は樹木花粉（スギ，ヒノキ科，

シラカバ属）は総飛散数の年差が大きく，スギとヒノキ

科は 1995 年および 1998 年に大量飛散し，シラカバ属

も 1995 年と 2001 年に大量飛散した（Table 1）．一方，

草木花粉（イネ科，ヨモギ属）は比較的年差が少なかっ

た．また，2001 年のスギ花粉の飛散開始日，飛散ピー

ク日，および飛散終了日は 3月 1日，4月 13 日および

4月 27 日，ヒノキ科花粉は 3月 6日，4月 8日および

5月 16 日，シラカバ属花粉は 4月 28 日，5月 12 日

および 6月 8日，イネ科花粉は 6月 5日，6月 24 日

および 9月 8日，ヨモギ属花粉は 8月 31 日，9月 12 日

および 10 月 5 日であった．2002 年は同様にスギ花粉

は 3月 13 日，3月 27 日および 5月 7日，ヒノキ科は

3月 25 日，4月 2日および 5月 9日，シラカバ属は

4月 25 日，5月 5日および 5月 15 日であった．

2．花粉症患者動向

函館ではさきほどの花粉飛散期である 3～6月およ

び 9月に花粉症患者も多く受診している（Fig. 1）．花粉

症の総数は 2000 年で 81 例，2001 年では 92 例であり，

2002 年は 5月 31 日までのデータであるが 41 例で

あった．

特異的 IgE陽性率については，測定した 1161 症例

中 641 症例が陽性であり，男女比はほぼ 1：1（男 305

例，女 339 例），平均年齢は 32.0±0.8 歳であった．この

Fig. 1. Monthly changes in the population of patients with perennial allergic rhini-

tis and pollinosis.

From March to June and September from July 1999 to May 2002. There was an in-

creased incidence of pollinosis in Hakodate.
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641 人中の各抗原の陽性率はハウスダスト，ダニが

73.5％で最も高く，ペットではネコが 14.6％であっ

た．花粉抗原ではヨモギ 28.5％，カモガヤ 25.7％，スギ

21.2％，シラカバ 14.2％およびブタクサ 5.4％であっ

た（Fig. 2）．

3．花粉症の鼻および眼症状

2001，2002 年に鼻および眼症状を両方検討した花

粉症患者は全体で 95 症例（男 35 例，女 60 例）であり，

平均年齢は 36.9±1.8 歳であった．このうち 80 例（84.2

％）が先に耳鼻科に受診し，眼科に先に受診したのは

Fig. 2. The specific IgE positive rates for major allergen in patients with allergic

rhinitis.

In 641 patients with allergic rhinitis, the specific IgE positive rates for house dust

and mite, Cryptomeria japonica（Cryptomeria J）, Betula platyphylia var. japonica（Betula
J）, Graminiae and Artemisia were 73.5, 21.2, 14.2, 25.7 and 28.5％, respectively.

Fig. 3. The general severity of rhinitis and conjunctivitis in all subjects with polli-

nosis.

The general severity of rhinitis was significantly（P＜0.001）higher than those ob-
served for conjunctivitis in all subjects with pollinosis（n＝95）．＊＊：P＜0.001
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15 例（15.8％）であった．発症日を特定できた花粉症

64 例において，受診までの期間は 9.4±0.9 日であっ

た．この花粉症のうちスギは 49 例，シラカバ 11 例，

イネ科 18 例およびヨモギ 17 例であった．この 4群に

おいて性別および年齢で有意差は認めなかった．

全花粉症症例（95 例）では鼻症状は全般重症度が

（＋＋）以上が 86.4％であり，眼症状は同様に 56.9％で

あり，鼻症状の方が有意（P＜0.001）に全般重症度が高

かった（Fig. 3）．各群における全般重症度は鼻症状では

差を認めなかったものの，眼症状ではスギ花粉症より

シラカバ，イネ科花粉症の方が有意（P＜0.01）に重症

であった（Fig. 4）．各鼻症状の（＋＋）以上の比率は全

体でくしゃみ 54.8％，鼻汁 74.7％および鼻閉 56.8％で

あり（Fig. 5），花粉抗原により 4群に分類して検討した

が有意差を認めなかった．各眼症状では全花粉症症例

では（＋＋）以上の比率が眼掻痒感 26.3％，結膜の充血

11.6％，流涙 6.3％および眼脂 1.1％であった（Fig. 6）．

さらに各眼症状の抗原別の 4群における差を検討する

と流涙および眼脂は 4群間で差を認めなかったもの

の，眼掻痒感はスギ花粉症よりシラカバ，イネ科花粉

症の方が有意（P＜0.05）に重症であり，結膜の充血は

スギ花粉症よりシラカバ花粉症の方が有意（P＜

0.05）に重症でありイネ科花粉症の方も重症である傾

向（P＜0.1）を示した（Fig. 7）．

花粉症 92 症例における質問表による各症状の有症

率は全体ではくしゃみ 82.6％，鼻汁 88.0％，鼻閉 70.7

％，口呼吸 28.3％，鼻声 27.2％，眼掻痒感 87.0％，眼の

充血 47.8，流涙 34.8％，眼脂 26.1％，眼の異物感 20.7

％，口腔掻痒感 12.0％，皮膚掻痒感 20.7％および咳

20.7％であった（Fig. 8）．生活の支障度では（－）13.6

％，（＋）48.1％，（＋＋）29.6％，および（＋＋＋）7.7

％であり，（＋＋）以上の比率は 37.3％であった．質問

表による有症率の各群における差では鼻症状では有意

差は認めなかった．眼症状では眼脂はスギ花粉症に比

較してイネ科花粉症において有症率が高い傾向（P＝

0.0509）を示したが，他は各群間に有意差を認めなかっ

た．その他の症状（口腔掻痒感，皮膚掻痒感，咳）で

は口腔掻痒感ではスギ花粉症がイネ科花粉症より有意

（P＜0.01）に有症率が低く，シラカバ花粉症よりも低い

傾向を示し（P＝0.0704），皮膚掻痒感でもスギ花粉症は

シラカバ花粉症より有意（P＜0.01）に有症率が低かっ

た（Fig. 9）．一方，生活の支障度では 4群間では差を認

Fig. 4. The general severity of conjunctivitis in each group of pollinosis.

There was no significant difference in general severity of conjunctivitis between

Cryptomeria japonica（Cryptomeria J , n＝49）and Artemisia pollinosis（n＝17）. However,
those for Betula platyphylia var. japonica（Betula J , n＝11）and Gramineae pollinosis（n
＝18）were significantly（P＜0.01）higher than those observed for Cryptomeria japon-
ica pollinosis.
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Fig. 5. The severity of each nasal symptoms in all subjects.

For all subjects with pollinosis（n＝95）, the combined（＋＋）and（＋＋＋）rates

for sneeze, rhinorrhea and congestion were 54.8, 74.7 and 56.8％, respectively. There

was no significantly difference in severity of each nasal symptoms between any of the

four groups.

Fig. 6. The severity of each eye symptoms in all subjects.

For all subjects with pollinosis（n＝95）, the combined（＋＋）and（＋＋＋）rates

for itching, injection, epiphora and discharge were 26.3, 11.6, 6.3 and 1.1％, respec-

tively.
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Fig. 7. The difference in severity of itching and injection in each group of pollino-

sis.

For eye itching, Betula platyphylia var. japonica（BJ）and Gramineae（Gra）pollinosis
were significantly（P＜0.05）more severe than Cryptomeria japonica（CJ）pollinosis.
For injection, Betula platyphylia var. japonica（BJ）pollinosis was significantly（P＜0.05）
more severe and Gramineae pollinosis had a tendency for severity than Cryptomeria
japonica（CJ）pollinosis. ＊：P＜0.05，＋：P＜0.1.

Fig. 8. The symptoms from questionaires in all subjects.

For all subjects with pollinosis（n＝92）, over half of patients showed eye itching,

sneeze, rhinorrhea and congestion.

For eye and nasal symptoms, there was no significant difference between any of

the four groups.

Foreign body（Fb.）sensation, mouth breathing（M. breathing）, nasal voice（N.

voice）, mouth itching（M. Itching）, skin itching（S. Itching）
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めなかった．

考 察

花粉飛散については，測定場所が病院移転のために

函館市内であるが変わっており，一概に 2001 年以降と

過去年の花粉飛散データの比較はできない．しかし，

ヨモギ属花粉は 94～98 年でほとんど飛散数の年差を

認めないことを基準に考えると，例年と比較すると

2001 年はシラカバ属花粉の飛散が多く，2001，2002

年ではスギ花粉飛散がやや少ない傾向にあったと思わ

れる．ただし，スギ花粉はあまり飛散しない年では総

飛散数は 100 個程度なので，2001，2002 年は平年並み

であるとも考えられ，今後のデータの蓄積がさらに必

要である．

今回の症状を検討した花粉症症例の住所，年齢およ

び職業から大部分の症例は函館市とその近郊で行動し

ていたと考えられる．花粉症患者数の動向については

抗原花粉飛散時期である 3～6月および 9月に多く受

診する傾向を認め，5月は 2001 年に花粉症がより多

かったが，これは 2001 年にはシラカバ属花粉が例年よ

り多く飛散した影響があると考えられる．IgE陽性率

についてはスギが鼻アレルギー患者において 21.2％

で陽性であった．この函館のスギの陽性率は全国平均

の 32.4％10）と北海道全域の 10.4％11）の中間であり，北

海道でも南部（函館）ではスギの陽性率がある程度高

いことが示唆された．

花粉症全症例における各鼻，眼症状の重症度を検討

すると，眼症状は全般重症度で鼻症状と比較すると軽

症例が多かったが，今回の結果で花粉症患者が先に耳

鼻科に受診する症例が多いのも，鼻症状の方が重症と

感じたためであろう．今回の函館における花粉症の症

状はスギ花粉症における以前の有症率の報告（鼻症状

は 95～100％，眼症状 83～97％10）11））と比較すると鼻

症状は同程度であるが，眼症状が軽症であったと思わ

れる．これは本州と函館におけるスギ等の花粉飛散量

の違いが反映している可能性が示唆された．一方，函

館においてもスギ，ヒノキ科，シラカバ属は花粉飛散

の年差があり，花粉症患者数および症状にも差が出る

可能性があるため今後のデータの蓄積も重要と思われ

た．

花粉抗原の違いにおける症状の差については，鼻症

状は差を認めなかったが，眼症状は全般重症度（なか

でも眼掻痒感と充血）はスギ花粉症がシラカバ，イネ

科花粉症より有意に軽症であった．函館では花粉飛散

数そのものではスギが他の花粉に比較してかなり多い

ので，飛散量の差だけで重症度の差を説明するのは難

Fig. 9. Difference in some symptoms from questionnaries concerning allergen.

There was no significant difference in these symptoms from questionnaires be-

tween Cryptomeria japonica（CJ）pollinosis and Artemisia（Art）pollinosis. However,
there were significantly（P＜0.01）more patients that showed mouth itching in
Gramineae（Gra）pollinosis than CJ pollinosis. There were significantly（P＜0.01）more
patients that showed mouth itching in Betula platyphylia var . japonica（BJ）pollinosis
than CJ pollinosis. ＊＊：P＜0.01，＋：P＜0.1
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しい．また，花粉の大きさはスギ 35µmと比較してカモ
ガヤ 34µm，ヨモギ 27µmおよびシラカバ 25µm12）13）

と，シラカバ花粉がやや小さいものの大きな差は認め

ない．一方，アレルギー性鼻炎の花粉の陽性抗原はス

ギ花粉の飛散が函館よりさらに多い本州の近畿地方

（大阪）ではスギ 46％に対しイネ科のカモガヤは 31

％と低かった14）が，アレルギー性結膜炎の抗原は同じ

近畿地方（岡山市，大阪市）の報告15）16）でもスギ 15

～27％に対しカモガヤは 27～31％と比較的イネ科の

陽性率が高く，眼のアレルギー症状がイネ科花粉で発

症しやすいことも大きな要因であろう．この原因につ

いては，それぞれの花粉の眼結膜への浸透度が異なる

為に眼症状が異なった可能性等が考えられ，今後のさ

らなる検討を要する．

さらにシラカバ，イネ科花粉症では質問表による検

討では口腔および皮膚掻痒感の有症率がスギ花粉症よ

り高かった．イネ科花粉症はスギ花粉症より口腔症状

を訴える例が多いとの報告もあり17），今回の結果が一

部支持されている．さらにシラカバ花粉症の 20％にお

いてりんご果肉過敏症があるため18），口腔や皮膚症状

を有する率がシラカバ花粉症で多かった可能性が示唆

される．一方，スギ花粉症での口腔症状の報告もある

が，口腔症状がある例はシラカバも陽性である症例が

多いと報告されている19）．しかし今回の我々の症例で

はスギ花粉症 24 例中，シラカバ陽性は 2例のみであっ

たため，口腔症状の有症率が低かったと思われる．

結論として，北海道でも函館においては多数のスギ

花粉症患者を認め，花粉症全体では鼻症状が眼症状よ

り重症であり，花粉抗原別では鼻症状では差を認めな

かったものの眼症状（特に眼掻痒感と充血）はシラカ

バおよびイネ科花粉症がスギ花粉症と比較して重症で

あった．特異的 IgEをAlaSTAT等の血液検査で調べ

る場合には結果が出るまで約 1週間かかるが，これら

の結果が花粉飛散時期が一部重なるスギ花粉症とシラ

カバ花粉症の鑑別診断の一助となる可能性が示唆され

る．また，少なくとも函館においては 8割の花粉症が

耳鼻科を先に受診するが眼症状にも十分留意し，特に

シラカバおよびイネ科花粉症については眼症状の重症

例が多いことからも，初診で診た耳鼻科医は眼科医と

密接な連携のもとに治療にあたることが理想的であろ

う．

スギディスクは獨協大学耳鼻科の馬場廣太郎教授から分

けていただいたものであり，深謝致します．
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A STUDY ON THE NASAL AND EYE SYMPTOMS OF POLLINOSIS IN HAKODATE
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We have investigated the nasal and eye symptoms of pollinosis in Hakodate. There were elevated levels of disper-

sion of Cryptomeria japonica pollen in Hakodate in 1995 and 1998. In 1995 and 2001, there were also elevated levels of dis-

persion of Betula platyphylia var. japonica pollen. From March to June and September from July 1999 to May 2002, there

was an increased incidence of pollinosis in Hakodate. In 641 patients with allergic rhinitis, the specific IgE positive rates

for house dust and mite, Artemisia（Art）, Gramineae（Gra）, Betulaplatyphylia var. japonica（BJ）, and Cryptomeria Japonica

（CJ） were 73. 5，28. 5，25. 7，14. 2 and 21. 2％，respectively. The subjects with pollinosis in 2001 and 2002（n＝95）were

divided into four groups as follows：Cryptomeria japonica（n＝49）, Betula platyphylia var. japonica（n＝11）, Gramineae（n

＝18）and Artemisia（n＝17）pollinosis. The general severity of rhinitis and conjunctivitis were divided into four grades

（（－）,（＋）,（＋＋）and（＋＋＋））, respectively. The combined（＋＋）and（＋＋＋）rates observed for the general se-

verity of rhinitis for all these subjects（n＝95）was 86. 4％ and there was no significant difference in the general severity

of rhinitis between any of the four groups. The combined（＋＋）and（＋＋＋）rates for the general severity of conjunc-

tivitis for all subjects（n＝95）was 56. 9％ and the general severity of conjunctivitis for BJ and Gra pollinosis were signifi-

cantly（P＜0. 01）higher than those observed for CJ pollinosis. In conclusion, the present data shows that the general se-

verity of rhinitis in subjects with pollinosis in Hakodate was more severe than that of conjunctivitis and also that the

general severity of conjunctivitis was dependent on the specific pollen（s）responsible for the pollinosis.
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